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第2017回例会記録　令和2年12月8日（火）  19/44回

＜点鐘＞� 赤本会長
＜ソング＞　それでこそロータリー
＜お客様ご紹介＞� 赤本会長
NPO法人フェアスタートサポート　
代表理事　永岡鉄平様
NPO法人フェアスタートサポート　青山なつみ様
三矢研究所　西巻亨様→「現在、川崎信用金庫に在
籍しておりますが、来年3月に転籍の予定です。よ
ろしくお願いいたします」。
　古澤会員から、西巻亨様のご紹介とともに、三矢
研究所50周年記念誌と記念品（アルソック共同開発
商品マスクアタッチメント）を当クラブ会員にいた
だきました。

＜会長報告＞� 赤本会長
1.	2023-24ガバナーノミニー候補者推薦依頼の件
2.	川崎・しんゆり芸術祭（アルテリッカしんゆり）2021
　第2回実行委員会の開催について
　�12/17（木） 18：30〜 麻生区役所4F　会長が出席い
たします。
3.	�第70回“社会を明るくする運動”麻生区推進委員会

より　麻生区での展開における寄付金の依頼中止
について
4.	令和3年麻生地区消防出初式　一般の方の参加の件
　一般の方はご遠慮ください。
5.	�あさお芸術のまちコンサート推進委員会より　コ
ンサートの報告・次回開催予定の案内
6.	�コロナ感染状況において、各クラブから例会休会
のお知らせが来ております。状況を精査し、今後
の例会運営を考えていきたいと思っております。

＜幹事報告＞� 平岡幹事
＊�近隣クラブ例会変更・案内　川崎麻生RC、川崎高
津南RC、川崎北RC、川崎大師RC、川崎宮前RC

＜ニコニコ委員会＞� 佐々岡委員
　赤本会長→「本日はNPO法人フェアスタートサポ
ート代表理事、永岡鉄平様の卓話です。どうぞよろ
しくお願いいたします」。平岡幹事→「他クラブでも
例会中止の連絡が来ています。本日は少し密ですが
宜しくお願いします」。古澤会員→「11月26日に無事
50周年を迎えました。引き続き申し宜しくお願い申
し上げます」。佐々岡会員→「赤本会長、平岡幹事、
本日は貴重な機会を頂きありがとうございます」。
以下、感謝を込めてニコニコヘ。阿久澤会員、安藤
亨会員、安藤美恵子会員、青柳会員、井上久会員、
井上勇会員、石野会員、鴨志田会員、菊池会員、小
島会員、小塚会員、中島眞一会員、中島健児会員、
中村会員、野島会員、大矢会員、岡村会員、親松会
員、清家会員、白井会員、鈴木文夫会員、鈴木清会

※諸事情により、スケジュールは変更になる場合があります。

第2019回	 12月22日	 本年を省みて　幹事、年末忘年例会（スペシャルランチ付）

第2020回	  1 月 5 日	 新年例会（特別昼食付）、招聘卓話

第2021回	  1 月12日	 会員卓話
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員、玉井会員、渡邊会員、山口会員、山木会員、山
崎会員、屋敷会員、結城会員。

＜出席委員会＞� 小塚委員長

＜ニコニコ・財団・米山委員会＞　

本日のプログラム
＜招聘卓話＞
ご紹介者　佐々岡会員
　日興証券では今年3月
より、社会貢献SDGsへ
の取り組みとして、プロ
ゴノワークを国内金融機
関として初めて導入いた
しました。プロゴノワー
クとは、社員が業務時間
の一部をNPO法人等の支援に費やし、社会貢献活
動を行う事です。弊社は二つのNPO法人を総勢32
名の社員でサポートしています。皆様におかれまし
ては、インターン受け入れや職場見学など、ご協力
いただけると幸いです。

NPO法人　フェアスタートサポート　永岡鉄平様

　本日は『児童施設の子どもたちの可能性を拡げる
ために企業ができること』をテーマにお話します。
　孤児院から始まった児童養護施設は、親を頼るこ
とが出来ず、18才程度の年齢で自立し生活をするこ
とになり、残念ながら放っておくと、貴重な20代が
数年ほどでワーキングプアになってしまい、非常に
もったいないと思ったのが、NPO法人を立ち上げた

きっかけです。
　民間で独立採算制の団体は日本にほぼなく、大体
が公的資金がサポートしてる中で実施しています。
我々の団体は、助成金や皆様からの寄付でなんとか
10年やってきました。
■事業内容
1.	キャリア教育支援
児童養護施設で生活している中学高校生へ「就職
相談」「職業適性検査の実施」「会社見学や就労体験
のコーディネート」の提供→雑な進路決定による
早期離職を未然に防ぐ
2.	就職のあっせんとアフターフォロー
理解ある企業の求人を開拓、就職をコーディネート、
つないだ若者については、気軽に集まって交流でき
る場の提供　→社会人としてやっていける支援

■児童養護施設の最新の状況
・�要保護児童は日本に45,000人、その半数以上が児
童養護施設に入る。養護施設以外は里親制度もあ
るが、まだ少ない。
・施設は全国に約600、1位東京都、2位が大阪。
・�入所理由は、虐待が8割から9割（戦後は孤児・遺児）
で、親とは一緒に生活をしない方がいいと、行政
が判断した子どもたちが入所。虐待は年間20万件
の報告があり、社会現象となっている。
・�18才が入所期間の実質上限年齢になり、就職・進
学は自由だが、基本自立しなければならない(虐
待が背景にあるため、金銭的に精神的にも親に頼
ることがない。孤独感を持ちながら自立しなけれ
ばならない背景がある)。
・�進学30%、就職70%。しかし中退率、離職率が高く、
早期にドロップアウトしやすい傾向。
→理由として、学費は奨学金等で何とかなるが、
毎月の生活費を稼がないと生活が維持できない。
就職も、住み込み就職などになりがちで、明確な
やりたい仕事でないため、離職するとワーキング
プアになってしまう。児童養護施設の若者は、然
るべき機会が提供されず、知らず知らずのうちに
不利益を被っている状態。
■企業協力の必要
・�仕事を体験して自分の将来について考える機会が
必要→企業とのつながりを求め、コーディネート。
これを機にご協力いただければと思います。
　
　永岡様からは、実際に就労支援コーディネートし
た若者の例を交えながらの卓話と、また青山様から
もご挨拶いただきました。

＜点鐘＞� 赤本会長

会員 出席 欠席 メーク

第2017回	 46	 36	 10	 	 78.26%
第2016回	 46	 41	 5	 1	 90.30%

出席率
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